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需要点の位置がファジィである施設配置問題  
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のとし   

di＝pilxi－aiF＋qilyi－bil  

で定義する。  

1．はじめに   

目的関数や制約条件がファジィである施設  

配置問題の研究には［1］，［2］などがある  

が、ここでは、需要点の位置がファジィである  

ような場合の問題について考える。  

2．可能性分布   

一般に施設配置の廟題においては、需要点の位  

置は確定的なものとして計画問題を考える。し  

かし、実際にはその位置は1点として明確には  

定まらず、ある幅を持った区域内に存在すると  

考えられる場合もある。ここでは、このような  

場合を需要点の位置がファジィであるとして取  

り扱う。   

いま、メンバーシップ関数を可能性分布とし  

てみることにより、次のような測度が定義され  

る。  

［定義］可能性測度  

次の性質を満たす集合関数nを可能性測度と呼  

ぶ。  

1．n：∀A⊆Q→［0，1］  

2．n（◎）＝0；n（n）＝1  

3．口（AUB）＝maX（Ⅲ（A），n（B）），  

∀A，B⊆Q  

特に目的関数がファジィ集合Aである場合、可  

能性測度は次のように定義される。  

n（A）＝SuP min（7T（Ⅹ），〟A（Ⅹ）），  

Ⅹ  

ここで方（Ⅹ）は可能性分布関数で、〟A（Ⅹ）はファ  

ジィ集合Aのメンバーシップ関数である。   

需要点に関する可能性分布は次のように考え  

られる。   

平面上にn個の需要点Yi＝（Ⅹi，yi），i＝1，2，・  

‥，n，が存在するものとする。ただし、このとき、  

Yiの位置はファジィであり、図1に示す点  

Ai＝（ai、bi）を中心、とした領域R，（Ai）内  

に決まるものとする。またその位置の座標の可  

能性は点Aiで最も高く、そこより遠ざかるに従  

って低くなるものとする。   

需要点YiとAi間の距離は直角距離で測るも  

（1）  

ki  

図1領域R’（Ai）  

このとき、需要点の位置に関して次のような可  

能性分布〟Yi（Ⅹi，yi）を定義する。  

di   

〟Yi（Ⅹi，yi）＝1－ －・  

ki  

（2）  

3．問題の定式化  

ここで、目的関数値にファジィ目標Gを考え、  

施設配置問題を様相概念による可能性測度最大  

化［3］として次の間題Pのように定式化する。   

問題P：Maxi皿ize ninⅢ；i（G）  

（Ⅹ，y）  1  

ここで、n；i（G）は可能性測度で   

ⅢYi（G）＝SuP 皿in（JIYi（Ⅹi，yi）、〟0（Di））  

（Ⅹi，yi）i  （3）  

である。また、（Ⅹ，y）は配置すべき施設の  

Ⅹ，y座標である。〟0（Di）は（4）式で表され  

る配置施設と需要点Yi間の距離に関するメンバ  

ーシップ関数である。  

， Di≦ei  

；el＜Di≦11  

1  

〟q（Di）＝ 1－  

0  

Di－ei  

1i－ei  

Di＞1i  

（4）  
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を最大にする（Ⅹ，y）jの配置を求め  

る。  

各メッシュに対して同様に部分問題  

を解き、それぞれのtの値をTjとする。  

手順3：最適配置（Ⅹ●，y●）は次のように定  

まる。  

各メッシュに対して求まったTjに対し  

T＝maX（Tj）、j＝1，‥・ ，S．  
J  

を与えるjに対する配置を（Ⅹ，y）j  

とすると  

（Ⅹ＊，y■）＝（Ⅹ，y）j  

5．部分問題の解法   

手順2により与えられる部分問題で得られる  

tiは、定理よりⅩ，yの関数として与えられる。   

したがって、各部分問題はMegiddo［4］と同  

様な問題として定式化される。  

6．今後の課題   

ここでは、配置対象区域をメッシュに分割し  

た部分問題を考える解法を与えたが、より効率  

的な幾何学的解法の開発が期待される。また、  

必然性測度最適化の問題も今後の課題である。  

この研究は文部省科学研究費一般cO7680462  

によるものであることを付記しておく。  
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ただし、ここで  

Di＝lx－Ⅹil＋ly－yiI  
（Ⅹ，y）：配置施設のⅩ，y座標  

問題Pは次の間題Plと等価である。  

問題PI  

Maximize h  

Subjectto  

皿n‘（〟‘Yi（Ⅹi，yi）、〟0（Di））≧h 
（文i） （5）  

ここで制約条件式（5）は次のように書き直せ  

る。   

〟Yi（Ⅹi，yi）≧h， 〟Q（Di）≧h  

∀（Ⅹi，yi）∈R．（6）  

（6）式は（2）式より  

pilxi－aiいqilyi－bil  

h＝1－  

ki  

と書け、さらに  

piIxi－ail＋qif yi－bi’J≧kih  （7）  

となる。また、（4）式より   

（1i－ei）（1－h）＋ei≧Di  

（8）  

いま、需要点1に対して次の定理が成立する。  

［定理］ 
（yi） 

di  Dl－ei  
1∵ － ＝1－  

ki  

＝ti  

1i－ei  

（9）   

を満たす点（Ⅹi，yi）で起こる。  

4．解法手順   

定理より問題Pの最適解は次の手順により求  

ま 

手順1：図1で定めた領域R’（Ai）の4つの各頂  

点より、それぞれⅩ，y軸に平行な直  

線を引き、対象領域をいくつかのメッ  

シュに分割する。得られたメッシュに  

適当に番号，j＝1，‥・，S，を付ける。  

手順2：（Ⅹ，y）をj番目のメッシュ内に配  

置するものとした部分問題jを考える9  

［部分問題j］（9）式で定義された  

tiに対して  

t＝ 皿1n ti，1＝1，・‥ ，n  
l  

－239－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




